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る
。

バ

ビ

ロ

ニ

ア
・

タ

ル

ム

ー

ド
時
代
編
纂

時
に

は
、

特
に

平

行
記

事
も

な

か
っ

た

伝

承
が、

後
年
重
要
性
を

増
し
て

い

っ

た

構
図
が

推
察
さ
れ

る
。

他
方

、

民
数
記
ラ

ッ

パ

ニ

○
・
一

他
で

は

祭
司
の

代
わ
り
に

賢

者
を

位

置
づ

け
る

傾

向
が

あ
る
。

　
四

　
結
論
冖

計
量

的
な

予
備

考
察
で

あ
り、

今
後

、

膨
大
な
用
例
を
当

た
る

必

要
が

あ
る

が
、

ラ

ビ

文

献
と
さ
れ
る

ジ
ャ

ン

ル

全
体
で

は、

近
代

ユ

ダ

ヤ

学
が

想

定
す
る

ほ

ど
、

預
言
者
・

預二．
門

が
重
大
な
位
置
を
占
め
て

い

る

わ

け
で

は
な
い

。

他
方、

祭
司
を

賢
者
に

置
換
す
る

レ

ト
リ

ッ

ク

も

働
い

て

い

る

よ

う
だ

。

芸
術
と

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

　

　
　

美
大
生
へ

の

質
問
紙
調
査
か
ら

久

保

田

力

　

今
日

の

日

本
の

宗
教
意
識
の

現
状
は

、

一

九
九

〇

年
代
ま
で

の

よ

う

に
、

特

定
の

宗

教
教

団
に

属
し

て

活
動
を
行

う
の

で

は
な
く、

個
人
が
そ

れ
ぞ

れ
の

生
活
の

場
に

根
ざ
し

た
、

芸
術
創
作
や
癒
し
や

救
い

の

た

め
の

白

助
集

団
活
動
な
ど
に

よ
っ

て、

い

わ

ば

草
の

根
的
な
も
の

へ

と

変
容
し

て

き
て

お

り、

そ

れ
に

つ

れ
て

い

わ

ゆ
る
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル

な
も
の
、

「

精
神
世
界
」

な
る

も
の

へ

の

関
心
も

深
ま
っ

て

き
て

い

る
。

　

本
稿
で

は、

そ
の

よ

う
な
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
テ

ィ

へ

の

関
心
の

深
ま
り

と、

芸

術
・

デ

ザ
イ
ン

の

創
作
の

志
向
性
が
い

か
に

関
係
し
て

い

る

の

か

否
か
と

い

う
問
題
意
識
に

基
づ

い

て
、

筆
者
の

奉
職
す
る

芸
術
大
学
（

東

北
芸
術
工

科
大

学）

に

お
い

て、

約
七

六
〇

名
の

学
生
（
全
学
生
数
の

約

四

割
）

を

対
象
に

し

た

質
問
紙
調
査
を
二

〇

三

年
冖

月
に

実
施
し

た
。

そ
の

集
計
結
果
と

分
析
の
一

部
の

報
告
を

行
い

た

い
。

　
こ

の

調
査
は、

二

〇
一

〇
年
一

月
に

続
い

て

二

回
目

に

な

る
。

一

回
目

の

予
備

調
査

時
の

質
問
紙
は

四
卜
一

問
で

あ
っ

た

が
（
約
二

二

〇

名
対

象．、

そ
の

結
果
に

つ

い

て

は

『

論
集
（
印
度
学

宗
教
学
会）
』

】】、
七

号、

二

〇
一

〇

参
照
）

、

今
年
二

〇

＝

年
一

月
の

本
調
査
の

質
問
項
目
は

約

半

数
近
く
を
改

変
し、

全
四
卜
六
間
に
し
た

。

一

般
的
な
ス

ピ

チ
ュ

ア

ル

に

関
す
る

問
い

と

と
も
に、

こ

こ

で

特
に

重

視
し

た
こ

と
は

、

現
代
の

霊

魂

観
（
問
1）

と
、

ま
た、

生
・

死
・

死

後
に

つ

い

て

抱

く
そ
れ

ぞ
れ

の

色
の

イ
メ

ー

ジ
（
問
2
〜
4
）

で

あ
る

。

全

体
の

集
計
結
果
と
そ

の

分
析

に

つ

い

て

は
別

途
報
告
を
予
定
し
て

い

る
（
『

東
北
芸
術
工

科
大
学
紀
要
』

一

八
・
一

九
合

併
号、

二

〇
一
一
）

。

こ

こ

で

は
、

結
果
と

分
析
の
一

端

を
報

告
す
る

に

留
め
る
。

　

問
1
に

お
い

て
、

「

魂
（

霊
魂）

を
別
の、
言

葉
で

言
い

換
え
る

と

す
れ

ば
ど

れ
が
最
も
近
い

と

思
い

ま

す
か

。

あ
て

は

ま
る

も
の

に
一

つ

だ

け
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
感
情、

2
命
（
生

命）
、

3
心
（

意
識
）

、

4
精

神
、

5
人
格、

6
力、

7
価
値、

8
知
性、

9
理
性、

10
そ
の

他
（
自
由

記
述
ご

を

問
う
た

。

そ
の

結

果
は
、

ま

ず
男
女
と
も

に
「

4
精

神
」

が

最
も

多
く
（
約
三

四
％

）

、

二

位
は

「

3
心
（
意
識
ご

（

二

七
％）
、

三

位

が
「

2
命
〔

生

命）
」

で

あ
っ

た
。

こ

れ
と

全

く
同
様
の

傾
向
が
二

つ

の

学
部
別
比
率
結
呆
（

芸

術
学
部
と
デ

ザ
イ
ン

工

学
部）

で

も
見
ら

れ
た

。

こ

の

こ

と

か
ら
、

現
代
的
霊

性
の

キ

ー

ワ

ー

ド

と

し
て、

精
神

、

心
（
意

識）
、

命
（

生

命）

の

三

つ

が
挙

げ
ら
れ
る

。

思
想
史

的
に

考
察

す
る

な

ら
ば
、

こ

れ
ら

の

三

つ

の

概
念
は

、

「

精
神
・

心
」

と
、

「

命
」

と
い

う
大

き
く
二

つ

の

カ

テ

ゴ

リ

ー

に

分

け
ら

れ
る

。

と
い

う
の

は
、

前
二

者
は
、
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思
考
や
認
識
な
ど

の

「

こ

こ

ろ
」

に

関
係
し

た

心
理

的
概
念
で

あ
り
、

一

方、

命
や

生

命
は

「

息
（
気
息
・

生

気
）

」

に

由
来
す
る

呼
吸
概
念
だ
と

考
え
ら

れ

る

か

ら
で

あ
る

。

も
う
一

つ

の

霊

魂
観
念
の

起
源
で

あ
る

「

自

我
」

観
念
は

日
本
語
に
は

希
薄
で

あ
る

と

思
わ

れ

る
。

し

か

し
、

先
の

二

つ

の

霊
魂
観
念
の

古
来
よ

り
の

伝
統
は

今
で

も
確
か

に

息、
つ

い

て

い

る

と

い

う
こ

と
が

で

き
る
。

　

問
2
〜

4
で

問
う
た

生

の

色
、

死
の

色、

死
後
の

色
の

イ

メ

ー

ジ
に

つ

い

て

で

あ
る

が
、

生
の

色
は

赤
が
最
多
（

一

八
％

）

で
、

以

下
に

白
（

無

色
・

透
明
含
む
）

、

青、

黄、

灰
、

オ

レ

ン

ジ
、

緑、

黒、

ピ
ン

ク
、

茶、

紫
と
、

少
し
ず
つ

％

を
減
ら

し
な
が
ら

つ

づ

く
の

が

特
徴
で

あ
っ

た
。

有

彩
色
が
計
三

割
い

る
一

方
で
、

白
（
一

五

％
）

と
、

ま
た
、

灰
と

黒
を
合

せ
た

数

2

五

％）

で

あ
る

無
彩
色
の

合
計
も
計
三

割
に

な

る
。

こ

れ
は

暗
い

生
だ

け
で

な
く、

同
時
に
こ

の

生
の

黒
は
神
聖、

荘
厳

、

繊
細、

洗

練
さ
れ
た

ス

タ

イ
リ
ッ

シ
ュ

な

肯
定
的
パ

ワ

ー

を
表
す
の

で

は

な
か

ろ

う

か
。

灰
は
恐
ら
く
迷
い

や
疑
い

な
ど
自
信
の

な
さ
や

不
安
定
感
・

不
完
全

感
を

表
し
て

い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る

。

な
お、

こ

れ

ら
の

色
を
回
答
し
た

理

由
も
自
由
記
述
し
て

も
ら
っ

た
の

で
、

そ
れ
ら
の

質
的
調
査
は
別
途
行

い

た
い

。

死
と

死
後
の

色
は

黒
と

白
が

多
い

（

死
は

黒、

死
後
は
白
が
最

多）

が
、

死
後
は
死
よ
り
も
全

体
と
し
て

明
る

い

イ
メ

ー

ジ

で

あ
る
の

は

特

徴
的
で

あ
っ

た
（
全
回

答
の

明
／
暗
と
派

手
／
地
味
の

四
局
面
に

お
け

る

分
布
を
ダ
イ

ヤ

グ
ラ

ム

で

表
示）

。

オ

レ

ン

ジ

が

死
の

色
の

回
答
に

は

欠

如
す
る

こ

と
か
ら、

そ
れ

は

逆
に

生
を．
証
明
す
る

色
と

位
揖
づ

け
ら
れ

る
。

ま
た

、

数
％

の

少

数
な
が
ら

、

ど
の

問
に

も
必

ず
「

紫
」

を
同

答
す

る

者
が

存
在
す
る

。

紫
は

古
来

特
殊
な

色
で

あ
る

か

ら
、

霊
性
を
特

徴
づ

け
る

色
で

あ
る

と

言
う
こ

と
も
で

き
よ

う
。

「

迷

宮
」

図

像
群
と
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル

ケ

ア

中

島

和

歌

子

　

迷

宮
（
ポ
σ

饗
ヨ

夢
）

図

像
は、

古
代
地

中
海

世
界
を
起

源
と

す
る
き

わ

め

て

古
い

歴
史
を
有

す
る

か

た
ち
で

あ
り

、

一

九
九
〇

年
代
以

降
は

特

に
ア
メ

リ

カ

を
中
心
と
し
て

、

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

の

文
脈
に

お

け
る

瞑
想
や
祈
り

、

ヒ

ー

リ

ン

グ

の

ツ

ー

ル

と
し

て

普
及
が

進
ん

で

い

る
。

世

界
各
国
の

迷

宮
を

登
録
・

検
索
で

き
る

ウ
ェ

ブ

サ

イ
ト
、

ワ

ー

ル

ド

ワ

イ

ド
・

ラ

ビ

リ
ン

ス
・

ロ

ケ
ー

タ

ー

に

よ

れ

ば
、

二

〇
一
一

年
入

月
末
の

時

点
で

の

総

登
録
件

数
は

約
三

八

〇
〇

件
（

う
ち

ア

メ

リ

カ

約
三

〇
〇
〇

件）

で

あ
る

。

設
置

場
所
に

よ

る

絞

り
込
み

検
索
を

行

う
と
、

「

教

会
も

し

く
は

礼
拝
所
」

が

約
千
五
〇
〇

件、
「

公

共
の

場
」

が

約
五
〇
〇

件
な

ど
と

い

っ

た

結
果
を

確
認
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

現
代
の

ス

ピ

リ

チ

ュ

ア

ル

ケ
ア

を

考
察
す
る
一

助
と

し
て
、

右
記
サ
イ

ト
の

「

病

院、

ホ

ス

ピ

ス
、

ヘ

ル

ス

ケ
ア
」

カ

テ
ゴ

リ
に
属
す
る
約
一

四
〇

件
の

事
例
が
ひ

と

つ

の

手
が
か
り
と

な
ろ

う。

　

医

療
施
設
等
に

設
置
さ
れ
て

い

る、

所
謂
ホ

ス

ピ

タ
ル
・

ラ

ビ

リ

ン

ス

と

呼
ば
れ
る

こ

れ
ら
の

設
備
は
、

グ
リ
ー

フ

ケ

ア

の

た
め、

あ
る

い

は
カ

タ

ル

シ

ス

の

場、

セ

ル

フ

ケ
ア

の

ツ

ー

ル

と
し

て、

施
設
内
の

庭
等
に

作

ら
れ
て

い

る
。

迷
宮
が、

そ
の

通
路
を

患
者
あ
る

い

は
そ
の

家

族
が

歩
く

こ

と
に

よ

っ

て

様
々

な
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル
・

ベ

イ
ン

を

軽
減
す
る

効
果
を

期
待
さ

れ
て

作
ら
れ

、

利
用
さ
れ
て

い

る

状
況
に

つ

い

て

は
、

ジ
ェ

フ
・

セ

イ
ワ

ド
の

報
告
な
ど

に

も

詳
し
い

。

こ

う
し

た

事
例
に

お

い

て

は
、

迷

宮
図
像
は
ホ

リ

ス

テ

ィ

ッ

ク
・

ヒ

ー

リ

ン

グ

の
一

環
と
し
て

位
置
づ

け
ら
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